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「い ・い一 を 撰 び ノ..さ い.と い 》 こ』と

◆いい友達 とは ど うい うことか

親や先生 は 「いい友達 を選 びな さい」 と言 います。 そ うい う

親や先生 自身が 自分の親 や先生 に同 じことを言われて きま した。

そ して現在 で も親や教師の 自分 は大人 と しての友人 を選んでい

るつ も りなので しょう。rい い友 達 を選 び な さい 」確 か にその
とお りなのですが、考 えてみ ます と人 問には100パ ーセ ン ト

悪 い 人 は い な い し、 ま た100パ ーセ ン トい い 人 もい な い の で

す ね 。 善悪 の区別 はそんな簡単 な ものではないのです ね。

第一 に友人 とい うのは偶 然 のチャンスか らでき るものです。

第二 に友情 とい うものは、相手 を良い悪い とい うよ うな隔てを
しない許 しあった ものの中か ら生 じて くるもので しょう。 です

か ら 「いい友達 を選 びな さい」 とい うのは、 ちょっ と矛盾 を含
んでい る とも考 え られ ます。

とす る と私達 が 「よき人 を友 に選べ」 とい うのは どうい うこ
とで しょ う。私 は この言葉 を 「善 と悪」 とい うふ うに二つに分

けて受け とってはな らない と思い ます。一人の人 問の中に善い
ところと、善 くない所 とが ある。善 き ところ、学ぶべ き ところ

と、価値 のない、まね してな らない ところをはっき り見極 めて
つ き あいな さい、私 は こ う受 け取 りたい と思います。

◆誰 にも短所 と長所 がある

どんな人 に も、た とえ 「悪 友」 と言われ る人に も善い ところ

があ ります。 立派な人 とい われ る人 にも、悪い部分 、陰の部分

はあ るのです。 どんな人 問 とつ きあって も、肝心なのは 自分が

そ うい うところ を見抜い て、相 手の尊敬 で きるところか ら学ん
でい く姿勢 だ と思います。

相 手の人 の部分 を見て全体 がそ うだ と思 うのは錯覚 とい うも
のです。 「数学 ができるか らイイ人」、 「スポーツマ ンだか ら

イイ 人」 とい う思いかたは、錯 覚で あるこ とが多いのです。 逆

に 「成績 が奮 わないか らダ メな人」、 「掃除 をさぼ るか ら人間
のすべ てがダメ」 とい う見 かた も誤解 で ある と思います。

こ う言 って も私 は、 「成績 がわ る くていい」、r掃 除 を さぼ

っ て い い」 と言 うの で はあ りません。 どんな人に も長所 が あ り

同時 に短所 もあ る、長所 だけ に気 を とられて ウッ トリしてい る

と、 あるときその人の短所 が見 えた とき何 か 自分が相 手 に ウラ'ギ ラ
レ タ よ うに 思 って、 え ら く傷 っ く。そ んなこ とが あ りがち

なのです。 「いい人」だ と信 じて結婚 したが、数年 一緒 に暮 ら
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